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海底下の ドーナツ ：奇妙な形態変化 しなが ら増殖す る嫌気性細菌の 菌学的特徴
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　海底下に生息す る微生物の 多 くが未だ培養がなされたこ とがない た め、その詳細な生理 学的 ・遺伝学的な

特徴はよ く分か っ て い な い 。 こ れ まで 海底下微生物を培養する ため に 多くの試みがな され て きたが 、 重要な

反 応を担 う微生物 （例えば、メタ ン 生成や嫌気的メ タン 酸化等）や16S　rRNA 遺伝子に基づ い た解析で 示され る

優 占種の培養は、試験管等を使 う従来のバ ッ チ式培養法では難 しい ことが知られていた。そこ で我々はポ リ

ウ レタン スポン ジを微生物の固定化担体と して用 いる下降流 懸垂型 ス ポン ジ リア クターを用い て海底堆積物

か ら微生物の集積培養および分離を行 っ ている 。 その 結果 、 現在ま で に 多種多数な分離株を取得す るこ とに

成功 し た。それ ら分離株の中で も 、 本研究発表 で は ス ピ ロ ヘ ータ門に 属する嫌気性の好冷性細菌MO −SPC2株

の 詳細な菌学的特徴に つ い て報告する。MO −SPC2 株の 16S　rRNA 遺伝子 を決定後、分子系等解析を行 っ た結

果、ス ピロ へ
一タ門の中の Sphaerochaeta属細菌 に比較 的近縁で ある こ とが明らかとなっ た。本菌株の 最 も特

徴的なこ とはその細胞形態であ る 。 顕微鏡観察の 結果か ら、定常期ではほぼすべ ての細胞が球状であ るが、

対数増殖期に は、球状 → 凹み の ある球状→ ドーナ ツの ように 真ん中に丸い穴を持つ 球状→ 少 し曲が っ た桿状

→ らせ ん 状→ 連鎖 した球状 と細胞形態 を ドラ ス テ ィ ッ ク に 変化 させ なが ら増殖 して い る と推定 した 。 特に

ドーナ ツ型の細胞形態は興味深 く、我々が知 りうる限 りこ の ような細胞形態を示す原核生物 の 記載はな い。

本発表で はこの特徴的な細胞形態に加え、その 他の 菌学的特徴に つ い て も併せて報告す る。
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徳島 ・ 和歌山の 鉱山土壌に生育する環境適応微生物の 探索
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　これまで我 々は 、 四国の 吉野川流域に 存在 した黄銅鉱、硫 化鉄鉱 の 鉱山跡採掘滓に存在する重金属耐性微

生物に つ いて調査 ・報告 した（佐藤ら、阿波学会紀要 ， 58 ， 187−196 ，2012）。 徳島 ・和歌山地域の 中央構造線

南側 （西南 日本外帯）の 四国山地に は石灰岩鉱山、紀伊山地には黄銅鉱 な どを産 出し た妙法鉱山跡が存在す

る。そ こ で本研究 では 、 これ らの 鉱山土壌へ の微生物の環境適応機構に つ いて知 見を得 る こ とを最終目的と

し、そ の
一

環 と して徳島県石灰 鉱山土壌か ら炭酸力 ル シウム 耐性微生物の探索を、 また和歌山県妙法鉱山跡

±壌か ら硫酸鉄 、 硫酸銅耐性微生物の 探索をそれぞれ行 っ た。まず 、 徳 島県阿南市阿瀬比の 石灰鉱山よ り土

壌試料を採取 し、 5−20％ CaCO3を含む培地にてス クリ
ー

ニ ン グを行 な っ た後、　 CaCO3 耐性を有する 25種の微

生物 （AT およびAsec）を単離 し た。次に 、単離 したA丁およびAsecの 16S　rRNA 遺伝子の 相同性解析を行 っ た結

果、Asec は PseudoηonasreおよびBacilius属細菌で あ り、　 AT は上記 2属 の他に 、
　 Arthrobacter属、　 Lysinibacillus属、

Stenotrophomonas属 、　 Staphylococcusre細菌で ある こ とが示唆され た。　
一

方 、 和歌 山県那智勝浦町 の 妙法鉱 山

跡土壌を採取 し、 0．5−2mM 硫酸銅 または硫酸鉄を含むLB培地にて 、 重金属耐性微生物の ス クリ
ー

ニ ン グを行

な っ た結果 、 約50種の 重金属耐性微生物を単離 した。こ の中には硫 酸銅培地を黒変させ る もの もあ り、現在

微生物の 16S　rRNA 遺伝子の DNA 塩基配列決定および相同性解析を行な っ て い る。
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